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研究報告
目的: 腎移植医療の進歩に伴い、小児腎移植患者の生存率および移植腎生着率の短期成績はほぼ
満足できるものとなった。しかし、長期的には移植腎喪失に至る例も少なくなく、移植腎喪
失による身体的・精神的および生活の質への変化が患児に及ぼす影響が甚大である。一方で、
小児腎移植症例の長期予後についての報告は限られており、未だ詳細は明らかではない。本
研究により、小児腎移植の現況と現在の問題点を明らかにし、長期的予後の成績向上につな
げることを目的とする。
方法: 当院腎臓小児科における小児腎移植患者 308 症例について年代・免疫抑制剤、年齢、原疾
患、血液型適合性などの因子別に患者生存率、移植腎生着率を検討。また死因、移植腎喪失
要因、腎移植後の生活(学歴、労働形態や居住の状況、婚姻)などについて後方視的に検討
した。
結果: 移植時年齢は平均 11. 4 :t 4.6 歳で、男児 180 例、女児 128 例で、あった。原因疾患は先天性
腎尿路異常が多く、中でも低形成・異形成腎が多かった。血液型適合移植は 24 例 72. 7弘、
血液型不適合移植は 25 例 8. 1切だ、った。先行的腎移植は 43 例 14.0 略で、 20 年以降増加して
いた。当院で実施した小児腎移植患者の患者生存率(図1)と移植腎生着率(図 2) を下記に
示した。ただし、患者生存率は、透析再導入後の死亡患者が解析に含まれる。死亡は 10 例で、
腎移植後の透析再導入患者 7例中 5 例の死因は心血管系トラブルで、あった。一方、移植腎生
着率(生体腎および献腎を併せたデータ) (図 2) は腎移植後 5年 (60 Months) で男女ともに
-4 幽
80% 以上と良好であり、移植腎喪失理由(喪失 8 例)としては多いものから順に慢性拒絶反
応が 51 例 58.0 0/ 0、no adhernc が 1 例 12.5 弘、急性拒絶反応が 8 例 9. 1誌で、あった。そし
て腎移植後の生活は、婚姻が低率だ、った。また 20 歳未満の移植腎喪失例の生活内容は、検討
した項目すべてにおいて生着例と異なる傾向にあった。
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考察: 北米の小児腎移植患者について成績をまとめた North American Pediatrc Renal Trial and 
Colabrtive Studies (NAPRTCS) と比較して、原疾患の一部、献腎の割合、先行的腎移植
の 20 年以前の割合などの背景は一部異なっていた。患者生存率および生着率は NAPRTCS の
196-20 年における成績と比較して良好で、あった。その理由については、背景の差もある
程度関与している可能性はあるものの、さらなる検討が必要である。また生活の質のうち労
働形態について一般との隔たりは比較的小さいものの、婚姻について大きな較差を認めた。
結論: 患者生存率、移植腎生着率ともに海外の報告と比較しでも良好なものといえた。しかし、
20 歳未満における移植腎喪失例の生命予後および腎移植後の生活には課題が多かった。
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